





















掘削がグリーンラン ドでのGR IP 計画，南極での
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関係が，カナダと米国オハイオ州の積雪観測に基 （金）長岡雪氷防災実験研究所で ，10月3 日（火）筑
づいて統計的に克明に研究されており ，すでに5 波本所で行 う 。詳細については， 管理部企画課
種類実用化されている。建造物設計基準が，実測 (0298) 51- 1611内線29にお問い合わせ 下さい。
値より 最大30％大ぎ いこと，段違い水平屋根の屋
根雪量の不均一性等 が示された。ま た，つらら防
止屋根の熱的シ ミ ュレー シ ョ ンも示され，明快な
説明が印象深かっ た。
講 演 中の サ ック 教授
平成元年度防災技術セミ ナー は じま る
第1 3回目を迎え た，JICA集団 研修 「防災技術セ
ミ ナー」 は，10ヵ国から12人が参加し， 10月 2 日
の開校式から1 2月 8 日の閉校式までの68日間実施
す る。参加国は 下記のとおり 。イ ラン，ヴェネズ
エラ，エ ル ・サルバ ドル，ケニャ， コロン ビア，
バン グラ ディ シュ， フィジー ， フィ リピン，ペル
ー ，メキ シ コ。
三 ・
講演会のお知 らせ
雪氷コ ア の イオ ン分析では世 界の第1 人者であ
る，ニ ュー ヨー ク州立大学バッ フ ァロ ー校のC .
ラ ングウ ェイ教授 に よ る「地球環境 問題とグリー
ン ラ ンド氷床コ ア の研究」の講演会を， 9月29日
第21回防災科学技術講演会のお知 らせ
本年度の防災科学技術講演会は ，10月20 日（金 ）
13時30分から静岡県との共催によ り，静岡県地震











第 5 回防災科学技術研究会のお知 らせ
地方自治体の防災捐当者を 対象として，毎年開
催されてい る本年度の防災科学技術研究会は ，「雪
氷災害」をテー マに，平成元年11月1 5日から1 7日




国内 東地方は1 圧 記録的な大雨に見舞わ
れた。特 に東京大手町では，1 80mm／日を記録，1
ヵ月分の平均降雨量 (137mm)を上回る史上第2
位の記録とな っ た。このため，首都圏を 中心と
す る関東地方で， 死者 9人，行方不明2人，床
上浸水 2,039件，がけくずれ298箇所 （2 日正午
現在）の被害が出た。 6 日午後，千葉県銚子
市に上陸し た台風13号は，北関東，東北地方を
中心に多くの被害を出 した。特 に， 宮城 ・山形・
福島では 死者10人，行方不明5人，床上浸水1 , 655
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海外 コロンビァ国のネバ ド •デル. . ルィ ス火
山が31日 に噴煙を上げ出し，再噴火の恐れがあ
る。--
1989.8. 7 R . サッ ク（オ クラホマ大学土木・
環境工学科教授）研究交流のため新庄雪氷防災研
究支所を訪問
1989.8. 19- 8. 29 中尾正義 （長岡雪氷防災
実験研究所第 2研究室長）米国：「氷と気候 に関
するシ ンポジウム」 に参加のため
1989.8. 19- 9. 11 佐藤 春夫 （第2研究部地
殻変動研究室長）ト ルコ，ギリシャ： 第25回IASP
EI国 際会議等 に出席のため
1989.8. 26― - 9 . 25 佐藤 篤司 （新庄雪氷防災
研究支所主 任研究官）米国：二国間協力 に判う専
門家派遣 による，吹雪計測シ ステムの開発 に関す
る研究のため
1989.9. 26-1 0. 4 C . ラングウ ェイ（ニュー
ヨー ク州立大学バッフ ァロ ー校教授）雪・水混相




ュー ド 4以上の地震は 3個観測された。そ のう ち
1 個は福島県沖 ，残りは茨城県沖の 太平洋で 発生
した。なかでも，8月26日 9時11分 に発生した地





に向かっている。また， 8月15日から 17日 に，そ














及び結合部の耐震性評価 に関する研究 第1 報
配管系の流体連成振動実験． 41頁
防災科学技術研究資料 認8号(1989.8)長
岡 にお ける積雪観測資料(13) ( 1988.11�1989.3) . 
12頁 認9号 (1989.8) 長岡 における積雪の断
面観測資料(1988.12�1989. 2) . 35頁 且〇号
( 1989.8)大型耐震実験装置更新報告 ．63頁
編集 国立防災 科学技術セン ター
発 行 〒305茨城県つくば市天王台3-1
TEL ( 0298) 51-1611 ({
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